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のが今回のシンポジウムの目的です。レイノルズ報告では“Think out of the box（枠の
外を見よ）”という立場からアメリカが第二次大戦後行ってきた“bttom-up”型の地域研究
と異なり、同文書院のそれが“top-down”型であったことは世界の先端を行っていたと指
摘し、湯原健一報告では書院で養成した中国語能力修得者が満洲において活動の天地を得
ていた実態を指摘し、石井報告では書院初期の教授である根岸佶による中国社会研究が現
在もなお持つ有効性について、三好報告では同じく根岸佶に関して、根岸を日本の中国史
研究の中に再定置したものです。また、仁木報告は講演として掲載し、アメリカにおける
書院とその周辺の史料状況および研究状況を説明しております。
　今回のシンポジウムを通して、本格的な 100 年前の中国研究の再評価を、イデオロギー
抜きで行えたことに一定の満足を感じると共に、さらなる近代日中関係における書院の研
究機関、教育機関としての役割の見直しを進めていきたいと考えております。
